
巨大噴火の予測と監視に関する提言
　巨大噴火の予測や火山の監視は，内閣府の大規模火山災害対策への提言（平成25年5月16日）や，原
子力発電所の火山影響評価ガイド（平成25年6月19日）等により，重要な社会的課題となっている．	  

• 巨大噴火	  (≥VEI	  6)	  の監視体制や噴火予測のあり方について	  

‣ 日本火山学会として取り組むべき重要な課題の一つと考えられる．	  

‣ 巨大噴火については，国（全体）としての対策を講じる必要があるため，関係省庁を含めた協議の場
が設けられるべきである．	  

‣ 協議の結果については，原子力施設の安全対策の向上等において活用されることが望ましい．	  

• 巨大噴火の予測に必要となる調査・研究について	  

‣ 応用と基礎の両面から推進することが重要である．	  

‣ 成果は，噴火警報に関わる判断基準の見直しや，精度の向上に活用されることが重要である．	  

• 火山の監視態勢や噴火警報等の全般に関して	  

‣ 近年の噴火事例において表出した課題や，火山の調査・観測研究の将来（技術・人材育成）を鑑み，
国として組織的に検討し，維持・発展させることが重要である．	  

‣ 噴火警報を有効に機能させるためには，噴火予測の可能性，限界，曖昧さの理解が不可欠である．
火山影響評価ガイド等の規格・基準類においては，このような噴火予測の特性を十分に考慮し，慎
重に検討すべきである.
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